
１．優秀賞の受賞者名
第1部 肉用牛

市町村 出品者 特別賞 市町村 出品者 特別賞

南城市 城間 豊季
全国肉用牛協会長賞

沖縄県知事賞
久米島町 新垣 孟秀

全農福岡支所長賞
全国肉用牛協会長賞

うるま市 比屋根 智和 うるま市 比屋根 智和
沖縄県家畜改良協会長賞

沖縄県農業共済連合会長賞

市町村 出品者 特別賞 市町村 出品者 特別賞

糸満市 山城義光
全国肉用牛協会長賞

沖縄県知事賞
うるま市 宜野座 嗣敏

うるま市 比屋根 智和

第２部 乳用牛

市町村 出品者 特別賞 市町村 出品者 特別賞

沖縄市 登川 文雄
全国酪農組合連合会長賞
沖縄県酪農組合長賞

南城市 松本 武徳
沖縄県知事賞
全国酪農組合連合会長賞

南城市 伊良波 一明 全農福岡支所長賞 沖縄市 登川 文雄 沖縄県農業共済組合連合会長賞

市町村 出品者 特別賞 市町村 出品者 特別賞

沖縄市 高宮城実一郎
全国酪農組合連合会長賞
沖縄県酪農組合長賞

南城市 具志堅 修
農林水産大臣賞

全国酪農組合連合会長賞

南城市 具志堅 忍 沖縄県人工授精師協会長賞 沖縄市 高宮城実一郎 沖縄県家畜改良協会長賞

八重瀬町 新里 菊也 南城市 具志堅 忍

平成23年度沖縄県畜産共進会種畜部門が11月1日～2日に南部家畜市場で開催され、管内
出品家畜が大活躍、優秀賞授賞は肉用牛７点(県全体の44%)、乳用牛10点（100%）、種豚12点
（100％）でした。
農林水産大臣賞は乳用牛の部で南城市の具志堅修氏（ご子息の忍氏と併せて3年連続）、種

豚の部でうるま市の平良正雄氏が84歳にして6年振り2回目の受賞を果たした。（肉用牛の部は
伊江村の内田徹氏）
さらに、団体賞において、うるま市が肉用牛の部及び種豚の部（７年連続）の２冠を獲得（３年

ぶり２回目）したことは特筆すべきことです。また、乳用牛の部は南城市が受賞（３年連続）し、
種畜部門は全て管内で独占しました。（肉牛の部は石垣市）
今回の県畜産共進会を振り返ると、乳用牛部門及び種豚部門は管内市町村のみの出品、肉

用牛部門でも入賞点数が最多となり、管内の生産農家は都市地区の厳しい環境下にありなが
らも改良意欲の高さ、県畜産業界への貢献度の高さを示す結果となった。
管内関係受賞者名簿は以下のとおりです。
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若雌 第１類 若雌 第２類

成雌 第１類 成雌 第２類

成雌 第１類 成雌 第２類

若雌 第１類 若雌 第２類



第３部 種 豚

市町村 出品者 特別賞 市町村 出品者 特別賞

うるま市 照屋 寛得 日本養豚協会長賞 うるま市 池宮城 宏 日本養豚協会長賞

うるま市 池宮城 宏 沖縄県獣医師会長賞 南城市 宮城 清仁 沖縄県畜産振興基金公社理事長賞

市町村 出品者 特別賞 市町村 出品者 特別賞

うるま市 大石根 良枝 沖縄県家畜改良協会長賞 うるま市 平良 雅雄 農林水産大臣賞
沖縄県農業共済組合連合会長賞

うるま市 中村 キミ子 全農福岡支所長賞

市町村 出品者 特別賞 市町村 出品者 特別賞

うるま市 中村 キミ子 日本養豚協会長賞 日本養豚協会長賞

うるま市 田原 千恵子 中央畜産会長賞 沖縄県農業協同組合理事長賞

市町村 出品者 特別賞

うるま市 中村 キミ子 沖縄県知事賞

豊見城市 大城 成幸 沖縄県畜産会長賞

市町村 出品者 特別賞

八重瀬町
JA東風平肥
育農場

２．団体賞受賞市町村

肉用牛の部 ： うるま市・・・３４回県共に続き３年ぶり２回目

乳用牛の部 ： 南城市・・・３５回県共から３年連続

種豚の部 ： うるま市・・・うるま市誕生以来７年連続

３．写真集

受賞者写真

団体賞写真

壮齢雄

経産 第１類 親子群

経産 第２類

うるま市 大石根 良枝

第4部 肉 牛

未経産 第１類 若齢雄

未経産 第２類


